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基本目標１ 

〔区民一人ひとりが 
参加する地域づくり〕 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 
 

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 

 

３年後を見据えて目指す多摩区の姿 

・必要かつ正確な情報を、一人ひとりに合った方法で 

提供し、幅広く区民が地域活動に参加している 

 

・地域が求める人材の情報をわかりやすく発信し、 

新たな担い手が地域活動に参加している 

一人ひとりが 
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基本目標１ 

〔区民一人ひとりが 
参加する地域づくり〕 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 
 

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 

 

３年後を見据えて目指す多摩区の姿 

・必要かつ正確な情報を、一人ひとりに合った方法で 

提供し、幅広く区民が地域活動に参加している 

 

・地域が求める人材の情報をわかりやすく発信し、 

新たな担い手が地域活動に参加している 

一人ひとりが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

理解と共感を広げる情報発信と場の創出 

地域活動の担い手育成 

地域活動への支援 

基本目標１ 【区民一人ひとりが参加する地域づくり】 を 
進める３つの方針 

●●●●●●●●●●●。 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

●●●●●●●●●●●。 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

●●●●●●●●●●●。 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

 

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 

第６期を振り返る 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 
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【子ども・子育て】 

データから見るポイント 

資料:令和４年度川崎市地域福祉実態調査  

 

保健や福祉の情報を得るの
は、「市の広報」が 54.4%と
圧倒的に多い状況ですが、
「インターネットのホーム
ページ」の割合も増えていま
す。 

保健や福祉の情報は市の広報から 

保健や福祉の情報をどこから得ているか （複数回答・上位５項目） 

（％） 

1-1 
基本方針 理解と共感を広げる情報発信と場の創出 

・子ども・子育てに関する情報提供 
・子ども・子育てに関する講座の開催 
 

事業・取組 
●多摩区地域子育て情報 BOOK 

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・ 

●子どもセミナー 

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・ 
 

N＝332 人 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【地域・防災・暮らし】 

・多摩区地域包括ケアシステムの普
及啓発・地域情報の発信 

・町内会・自治会加入促進パンフレ
ットの配布 

・健康づくりのための情報発信、講座 
・生活習慣病予防に関する講座 
・多摩区健康フェスタ 

・認知症についての正しい理解の

普及啓発 

・快適で暮らしやすい生活環境づ

くりのための情報発信 

・防災対策啓発事業    etc 

事業・取組 
●子ども版地ケア TAMA 

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・ 
 

●保健福祉の相談ガイドブック 

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・ 
 

【高齢者・障害者】 

・地域における精神保健福祉の普

及啓発 

・パサージュ・たま 

事業・取組 ●地域における精神保健福祉の 
普及啓発 

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・ 
 

●パサージュ・たま 

障害者団体等による活動紹
介や作品の展示販売等を開
催しています。 
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1 

 
人口 

人口・世帯数は増加傾向、１世帯当たりの人員は減少傾向 

多摩区の総人口と世帯数の推移 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料︓川崎市統計情報「町丁別世帯数・人口」 

（各年 10 月１日現在) 

 
年少人口は減少し、高齢者人口の割合が増加傾向 

多摩区の年齢 3 区分別人口割合の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓川崎市統計情報「町丁別年齢別人口」 
（各年 10 月１日現在） 

 

10.6

11.6

12.2

13.1

69.7

70.1

72.4

74.3

9.5

9.8

8.8

7.7

10.2

8.6

6.5

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年

（2020）

平成27年

（2015）

平成22年

（2010）

平成17年

（2005）

15歳未満 15歳〜64歳 65歳~74歳 75歳以上

お年寄りの割合が増えているんだね。 
今は５人に１人が 65 歳以上なんだね︕︕ 

15.3 

18.4 

19.7 

 内の数字は 65 歳以上の割合 

12.6 

１年ごと 5 年ごと 

196,637 205,407 213,975 214,158
221,734 223 337 224 188

89,308 96,732 103,518 106,472
113,583 115,878 117,578

2.20
2.12

2.07
2.01

1.95
1.93

1.91

1.85

1.95

2.05

2.15

2.25

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

令和２年
（2020）

令和３年
（2021）

令和４年
（2022）

（人）
（人、世帯）

総人口 世帯数 １世帯当たり人員

〜
〜

〜
〜

〜
〜

〜
 

 ● 統計データから見る多摩区 

人口は増えているけれど、 
１世帯の人数は減っているね。 
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1 

 
人口 

人口・世帯数は増加傾向、１世帯当たりの人員は減少傾向 

多摩区の総人口と世帯数の推移 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料︓川崎市統計情報「町丁別世帯数・人口」 

（各年 10 月１日現在) 

 
年少人口は減少し、高齢者人口の割合が増加傾向 

多摩区の年齢 3 区分別人口割合の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓川崎市統計情報「町丁別年齢別人口」 
（各年 10 月１日現在） 

 

10.6

11.6

12.2

13.1

69.7

70.1

72.4

74.3

9.5

9.8

8.8

7.7

10.2
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平成27年
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平成22年

（2010）

平成17年

（2005）

15歳未満 15歳〜64歳 65歳~74歳 75歳以上

お年寄りの割合が増えているんだね。 
今は５人に１人が 65 歳以上なんだね︕︕ 

15.3 

18.4 

19.7 

 内の数字は 65 歳以上の割合 

12.6 

１年ごと 5 年ごと 

196,637 205,407 213,975 214,158
221,734 223 337 224 188

89,308 96,732 103,518 106,472
113,583 115,878 117,578

2.20
2.12

2.07
2.01

1.95
1.93
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平成27年
（2015）

令和２年
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令和３年
（2021）

令和４年
（2022）

（人）
（人、世帯）

総人口 世帯数 １世帯当たり人員

〜
〜

〜
〜

〜
〜

〜
 

 ● 統計データから見る多摩区 

人口は増えているけれど、 
１世帯の人数は減っているね。 
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総人口は 2050 年にピーク、75 歳以上人口が大幅に増加 

多摩区の年齢区分別将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
資料︓「川崎市総合計画第３期実施計画の策定に向けた将来人口推計（更新版）」（各年 10 月１日現在） 

令和４年２月 川崎市総務企画局 
 

20 代、30 代を中心に転出入が多い 

多摩区内の転出入の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料︓川崎市統計情報「年齢５歳階級別移動人口」（令和３年 10 月〜令和４年９月） 

668 742 

9,084 

3,498 

1,096 704 821 

-1,124 
-350 

-6,991 

-3,993 

-1,387 -866 -951 
-456 

392 

2,093 

-495 -291 -162 -130 

-7,000

-5,000

-3,000

-1,000

1,000

3,000

5,000

7,000

9,000

０〜９歳 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

（人）

転入 転出 社会増減

-16,000
-13,000
-10,000
-7,000
-4,000
-1,000
2,000
5,000
8,000

11,000
14,000
17,000

区全体

（人）
16,613

-15,662

951

2050 年をピークに人口が
減少していくんだね。 

2.4 2.3 2.3 2.3 2.4 2.4 2.3 2.2 2.1 2.1 

15.0 15.4 15.5 15.2 14.6 14.0 13.7 13.5 13.3 13.0

4.0 4.4 4.8 5.3 5.8 6.3 6.4 6.4 6.4 6.4

1.9
2.3

2.8 3.1 3.2 3.4 3.7 4.1 4.1 4.1
23.3

24.4
25.4 25.9 26.0 26.1 26.1 26.2 25.9 25.6

0

5

10

15

20

25

30

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

（万人）

15歳未満 15歳〜64歳 65歳〜74歳 75歳以上

区の人口約７％の年間 1.7 万人もの人が 
新しく多摩区に転入した人なんだね︕ 
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25.7 

26.7 

26.2

25.1

36.2

37.1

1.3

0.6

2.9

2.5

3.6

4.1

2.1

1.6

2.1

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=2,224

n=315

0.7 

1.0 

7.6

7.9

25.8

28.9

49.4

46.3

14.1

14.9

0.6

0.3

1.7

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=2,224

n= 315

d

39.8

33.1

26.2

18.4

9.6

7.8

16.6

0 10 20 30 40 50

身の回りのことがいつまで自分でできるかわからない

経済的に生活できるか不安

介護が必要な家族を家庭で介護できる自信がない

病気になったときに頼れる人が身近にいない

子育てがうまくできるか不安

その他

無回答

67.5
53.3

32.8
15.4

12.0
5.1

3.3
3.3
3.0
3.0
2.7

0.6
0.3
0.0

2.1
3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

同居している家族
友人・知人

離れて暮らしている家族
インターネット

かかりつけの医療機関
近所の人

地域包括支援センター等専門機関
区役所地域みまもり支援センター職員

相談する人がいない
福祉施設やサービス提供事業所の職員

相談する人はいるが相談しない
民生委員児童委員

民間の相談機関（電話相談を含む）
社会福祉協議会

その他
無回答

地域のこと 
Ｑ１ 家庭生活の中で不安を感じることってどんなこと︖           

家庭生活の中で次のような不安を感じたことがありますか（複数回答） 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
「身の回りのことがいつまで自分でできるかわからない」が 39.8%と最も高い結果とな
りました。次いで、「経済的に生活できるか不安」が 33.1%、「介護が必要な家族を家庭
で介護できる自信がない」が 26.2％、「病気になったときに頼れる人が身近にいない」が
18.4％と続いています。
  
 

Ｑ２ 生活での心配ごとや悩みごとを相談する人は誰︖  

日常生活で心配ごとや悩みごとがある時誰に相談していますか（複数回答） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「同居している家族」が 67.5％と最も高い結果となりました。次いで、「友人・知人」が
53.3%、「離れて暮らしている家族」が 32.8％と続いています。 

自分でできない状態に 
なることへの不安が多いね。 

（％） 

家族や友人・知人が 
中心だね。 

N＝332 人 

N＝332 人 

（％） 
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経済的に生活できるか不安

介護が必要な家族を家庭で介護できる自信がない

病気になったときに頼れる人が身近にいない

子育てがうまくできるか不安

その他

無回答

67.5
53.3

32.8
15.4

12.0
5.1

3.3
3.3
3.0
3.0
2.7

0.6
0.3
0.0

2.1
3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

同居している家族
友人・知人

離れて暮らしている家族
インターネット

かかりつけの医療機関
近所の人

地域包括支援センター等専門機関
区役所地域みまもり支援センター職員

相談する人がいない
福祉施設やサービス提供事業所の職員

相談する人はいるが相談しない
民生委員児童委員

民間の相談機関（電話相談を含む）
社会福祉協議会

その他
無回答

地域のこと 
Ｑ１ 家庭生活の中で不安を感じることってどんなこと︖           

家庭生活の中で次のような不安を感じたことがありますか（複数回答） 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
「身の回りのことがいつまで自分でできるかわからない」が 39.8%と最も高い結果とな
りました。次いで、「経済的に生活できるか不安」が 33.1%、「介護が必要な家族を家庭
で介護できる自信がない」が 26.2％、「病気になったときに頼れる人が身近にいない」が
18.4％と続いています。
  
 

Ｑ２ 生活での心配ごとや悩みごとを相談する人は誰︖  

日常生活で心配ごとや悩みごとがある時誰に相談していますか（複数回答） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「同居している家族」が 67.5％と最も高い結果となりました。次いで、「友人・知人」が
53.3%、「離れて暮らしている家族」が 32.8％と続いています。 

自分でできない状態に 
なることへの不安が多いね。 

（％） 

家族や友人・知人が 
中心だね。 

N＝332 人 

N＝332 人 

（％） 

1.2

5.1

28.3

47.3

16.3

0.6

1.2

0 10 20 30 40 50

家族のように親しく付き合っている

親しく話をする

ときどき話をする程度

あいさつをする程度

ほとんど付き合いがない

その他

無回答

38.0

39.5

9.6

1.5

6.0

0.6

1.5

0.6

2.7

0 10 20 30 40 50

隣近所程度

町内会・自治会程度

小学校区程度

中学校区程度

区内程度

市内程度

それ以上

その他

無回答

 

Ｑ３ ご近所の方とは、普段どの程度のお付き合い︖  

普段ご近所の方とどの程度のつきあいをしていますか 

 

 

  

  

 

 

 

 
 
 
 
「あいさつをする程度」が 47.3%と約半数、次いで「ときどき話をする程度」が 28.3%、
「ほとんど付き合いがない」が 16.3%と続き、この３つで全体の約９割を占めます。「親
しく話をする」が 5.1％、「家族のように親しく付き合っている」が 1.2%と、この２つを
合わせても全体の１割に満たない結果となっています。 

Ｑ４ 助け合いができる地域ってどれくらい︖  

助け合いができる「地域」の範囲をどの程度だと考えますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
助け合いができる地域の範囲については、「町内会・自治会程度」が 39.5%で最も高く、
次いで「隣近所程度」が 38.0%で、全体の８割近くを占めています。 

隣近所や町内会・自治会 
程度の範囲が多いんだね︕ 

あいさつをする程度、ときどき話
をする程度で約 8 割近くいるね。 

N＝332 人 

N＝332 人 

（％） 

（％） 
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【たまくの福祉を調べる 掲載イメージ】


